
 おひざのうえで 2022 
（副園長の子育て応援通信） 

４月「肯定的に」 
せんりひじり幼稚園   副園長 安達かえで  

 

 

入園、進級おめでとうございます。 

環境の変化は、大人も子どもも不安になるものです。「何をするのかわからない」「困

ったら誰が助けてくれるかわからない」など思うかもしれません。人は、見通しができれ

ば安心します。ですから、幼稚園では一日一日、小さな「大丈夫！」を重ね、安心を積

み重ねていきます。そのために、先生たちは「魔法のような言葉」をかけていきま

す。子どもたちの不安げな姿も肯定的にとらえ、温かく見守っています。ここは安心

できる場所だよ、何でも言ってね、泣いてもいいよ、甘えてもいいよの気持ちを、

様々な言葉にのせて届けます。最初はとにかく子どもたちの心の安心安定を目指しま

す。豊かな感性や深い学びは、安心安定できる空間でなければ育ちませんから。 

 

私たちは、子どもたちが見せる様々な姿を、肯定的に捉えることが非常に大切なこと

だと思っています。「子どもの育ちは前にしか進みません。子どもが以前にはできてい

た何かができなくなったように見えるのであれば、それはそれまでにあった力が失わ

れたり弱まったからではなく、子どもの中でなにかが育ったからと考えるべきです。そ

して今できない何かをできるようになってほしいと思うのであれば、どういう力が身

につけばそれができるようになるかを考えるべきです。」と大妻女子大学の岡健先生は、

言います。 

 

私たちは子どもの育ちを「足し算」で見ていくために、子どもを肯定的に見取るため

の「リフレーミング」という研修をしてきました。子どものできないことを課題として

みるのではなく、やろうとしていること育とうとしている力をたくさん見つけてあげ

ることで、今育っている力をさらに伸ばしたり、次に育てたい力を伸ばしやすい環境づ

くりや関わりをすることができます。 

子どもが幼稚園から家に帰ってきたら、いろいろ聞きたくなりますよね。「何をして

遊んだの？」「どんな歌をうたったの？」と。「お花のジュース屋さんしたよ」「うさぎ

さん見に行ったよ」・・・など、子どもが話し始めたら、興味深く耳を傾け、対話をし

てあげてくださいね。決して否定的な質問はしないように気を付けてください。例えば

「先生に叱られなかった？」とか「誰かとケンカしなかった？」など。否定的に質問さ

れると、子どもは親に合わせて否定的な答えを探します。「幸せになる力」を育てるに

は、大人も子供も「足し算」で物事を見ていくことが重要になるでしょう。 

どうか、保護者の皆様も、子どもたちを肯定的に見守り、育ちを楽しみにしていただ

けたらと思います。コロナ感染防止に細心の注意を払いつつ、そんな中でも豊かに過ご

すことができるように努めていきます。どうぞ、よろしくお願いします。     


